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．長野縣王滝鉱出マンガン鉱床調査報告

宮本弘蓮管　林昇一郎＊
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　　　　　Hayαshi　、
　丁五e　ore嚢eposits　occur　in　the　Palaeozoic

c1αyslate　or　between旗e，quartzite　and　clay・

slate　l愉e　scaie　of　ore　body　is　about10～20m

×0．3～0．5m×3～5m．

　丁五e　pr孟ncipal　ore　forming　minerals　con－

sistofmang3nd五〇xideandrhodoniteaccom・
panied　by　sphalerite　an（i　c五alcopyrite　aゼthe

margin謡part　of廿1e　vein．

　　　　　　要　旨
昭和25・年5月19日より昭和25年6月4日に亘り概

査した木曾地方のマソギン鉱床の一つに王滝鉱山の鉱床

があるo本鉱山は長野縣西筑摩郡王滝村崩越部落の南・西

1kmの山腹にあつて，3鉱床が知られている。鉱床は

古生暦を構成する粘板岩暦中またはこれと珪岩暦との聞

に胚胎する。その規模は10～20m×0．3’》0。51n×3【づm

で，開発初期のため詳細は明らかでない。鉱石は二酸化、

の粉に近いものおよびバラ輝石の表面が黒色の酸化鉱に

変じたものが主で，周縁部に閃亜錯鉱黄銅鉱等の硫化鉱

物を俘う。鉱量にρいては大なる期待は困難と考えられ

るo

昭和25年5月19日より昭和25年6月4日1に亘り木

曾地方のマソガソ鉱床を概査した。その内の王滝鉱山に

関する結果をご』に報告する。本鉱山の地質および鉱床

については從来発表された文献はない。

　　　　　1．鉱　臨
登録番号　長野縣試掘　4．801

鉱　種マンガン
鉱区面積303，400埣

鉱業権者　松本市鷹匠町　1，558

　入宝鉱業株式会斌

＊鉱床部

　　　　代表者松本幸治
　　　　　2．位置及び交逼

本鉱山は長野縣西筑摩郡王滝村崩越の南々西約1k恥

の穴沢の東部（5万分之1地形図上松）にあつて，中央線

木曾稿島駅の南西11kmまたは上松駅の西北西10km

にあつて，木曾川の支洗王滝川の北斜面に位置する。木

曾編島駅よりバスで約1時…間に，して崩越部落にデ音くQ本甘

鉱山事務所は同部落の北西方600mの淀地地内の鞍馬、

橋際にある。上松駅から営林署の森林軌道が崩越に通じ．．

ていて，交通の便は奥地の割に良い。

　　　　　3．沿．革
昭和16年松本幸治氏が本地域内にマソガン鉱床の露

頭を発見したが，昭和24年7月18日に試掘権の許可が

あり1昭和25年2月頃から事業に着手し，同年の4恩

頃出鉱を始め，現在におよぶ。

　　　　　4．地形及び気候
本鉱山は王滝川に南東から北西に注ぐ小沢穴沢の東部1

にあり，その地形は急峻である。鉱床は海抜標高1，100

m，1，200mおよび1，300m附近に3ヵ所知られてい・、

るo

　旧御料林のため用材の繁茂良く岩石の露出は概して不．

良宅ある。

　冬季降雪をみ，若干作業に支障をきたす模檬である。

　　　　　5．地　質
　地質は古生暦で，粘板岩および珪岩よりなり，西方に．

おいては花崩岩類が逆入している。粘板岩は黒色普遙分

もので，暦理は一般に明瞭で，鉱床附近では千枚質とな

る。珪岩は黒白珪岩のみで，角礫状の著しい部分も認め

られる0

　　　　　6．鉱　床
　鉱床は古生暦中に胚胎し，3ヵ所において開発されて

いるが，開発初期のため詳細は不明である。

　a）　上段鉱床（第2図参照）

　本鉱床は穴沢上洗海抜標高1，300mの分水嶺近くに

東西の方向に延び，北に600傾き’，その母岩は珪岩およ

び千枚岩質粘板岩である。またその規模は東西17m，ξ南

，北1m，垂直3～5程度で，京大田中勉馬’の電気探鉱結

．果によれば，本鉱床の西延長部に異常が認められたとの

ことである。
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b）中段鉱床（第2図参照）

本鉱床は上段坑の北西400m，海抜標高1，200、

mに位置し，帯青色の珪岩中に胚胎し，延長10m

鑓幅1m，上下3～5mの規模が確認される。

田中民の電気探鉱結果によれば東北に延びた異常

が認められたとのことである◎

c）下段鉱床（第2図参照），

本鉱床は中段坑中北西300m，海抜標高LlQO

にあり，千枚質粘板岩中に胚胎し，その露頭部に

は数條の二酸化の細脈がみられ，走向は略々南北

を示し，その南100mの処にマンガン鉱床の露頭

があるo田中氏の電探結果によれば，定性的に南

北に傾いた弱い異常が認められたということであ

る0

　　　　　7．鉱　石
主な鉱石は二酸化の渤鉱と黒色酸化鉱により被

われたバラ輝石で，鉱床の周縁部に閃麟鉱・黄

銅鉱・黄鉄鉱等の硫化鉱物を俘う特徴があるo上

段および下段の両鉱床は二酸化の粉鉱，中級鉱床

および下段鉱床の南方の露頭はバラ輝石を主とす．

る。また中段鉱床の上盤寄りに厚さ20cmの硫化
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イソド産石炭の密度（比重）　（ホイテイカー原著・曾野貴美患抄訳）

鉱物層が帯状をなしシ黄色のカドミウム檬の鉱物が認め

られる。

　　　　　8．F品位及び鉱量
鉱石分析結果

　　H20　　Mn　　Sio2　　Fe　　Ip
　12．00％50．34％6．40％2．32％G。099％

　　（大周製鋼隔島工場分析）

既操掘量1GOt（Mn40％）

　　　　　　　　鉱量計算は印刷省略す

　　　　　　9．現　況
10探鉱状況　地表調査はかなり詳細に行われた模

様，昭和25年6月京大田中勉氏より上段・中段・下穀の

餐鉱床に封してS．’P．のみの電気探鉱が実施された。

20稼行鉱床2（上段およぴ中段の両鉱床）

　　下段鉱床は稼行準備中

3。選　　鉱　手選（精鉱品位Mn40％程度）

49搬　出

（a）山元より貯鉱場まで人背による。この間簡易索道

建設準備中。

《b）貯鉱場より木曾隔島駅まではトララクによる。

5。昭和25年の畠鉱（5月迄）

　　鉱　床　　上段鉱床　　　　中段鉱床　　・

　　鉱　　量　　　　　36t　　　　　　　　　　50t

　　品位MnO280％　Mn40％
　　邊鉱先　松下電気KK辻堂工場（電池用）

　　　　日本ステソレスK：K（直江津工場）』

6。労務者在籍数　12名

　　ほかに臨時蓮搬夫10名

　　　　　10．結　論
本鉱山は旧御料林内にあり，期待されていたが，調査の

結果鉱床の規模・品位等より推定して著しい鉱量の壇加・

品位の向上等は考えられぬ。しかし花醐岩体に近いため

か亜錯等の硫化鉱物を俘うことが多く，帯状分布を示す

特徴が凌〉るo（昭i和25年…5月調査）

海外資料欄
552．574（54）：’542．3

イン欝産石：炭の密度（比璽罫

ホ4テイガー　原著撒

1．緒言　　　　　　　　　　　’
石炭の比重および密度を非常によく理解することは』

石炭の水洗選鉱能力研究にとつて予備的段階としての重

要性を持つている。この論文において操用した密度数値

は）ダー滋バヅドの試験所において燃料調査学会の職員

単より昨年に実施された500～600程のテストから，主

として採用したものである。密度は主に浮洗方法によつ

て，測定されるものであるが，同様に比重瓶7比重液に

ようても槍査されたo　もし密度がgm／ccで書き表わさ

れるならば，此重と密度の値は相互に交換できる。しか

『して比重は4。Cの永を標準とする。

2．璽曇饗面ル流域滝石炭

論究中の石淡は主として，ベソガルとピハールとの中

間のダモダール河流域蓬の石淡である。ダムダ系に産出

し，イソ嵯石炭の供絵源となつている。こ切石炭は
『
箭
D
e
踊
t
亙 es　of支ndian　Coals，by　J．W．Whitaker

　〔Transactlons　of　the　Min五ng，Geological＆Me・

　tallurg至ca1亙nstituteoflndia〕VoL45歩N・・3，

　1949，⑳113《ノ136・、

曾野貴美恵　抄謬甚撒

二盤紀のものであり，主に二つの地質年代上の境界内に

見出されているδすなわち低位のバラカ〔ル暦と上位の

ラニガソシュ暦として知られているものである。．厚さ

1，000’》3，000フィートのバレy暦はバラカール鉱床の・

上に横たわつていて，上部のラニガソシユ暦と区別され

る。バラカール暦の下方はタルチ・一ル層になり，それは

唯時偶，石淡暦を含有するのみである。．

轟　｛霧鱗緊懸弗1τト
　これ等相接する各暦の関係は次のようであるQ

友分量の生成量が10％以下であることが少なくない

のが，これ等の各地暦の石炭暦の特徴であるQ

　その炭暦は1・》100フィートの厚さに種々変化する。

埋藏量は恐らく15，000，000t位であろうが相当汰きな

もめである。ジャーリヤ炭田のバラカール暦はしばしば

良質の有用なコークスを産畠する。イソド産砂高級鉱物

を処理する熔鉱炉作業上，灰分の許容限界は概そ22。5

％である。この限界は石淡そのものが， 16’》17％以上
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